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お
わ
り
に

正
寿
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
六
字
名
号
は
蓮
如
の
筆
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
に
浄
土
真
宗
と
の
関
係
が
で
き
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
深
江
に
お
い
て
念
仏
の
信
仰
が
守
り
継

が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
二
〇
一
三
年
、

本
願
寺
出
版
社
刊
）。

（
２
）「
蓮
如
上
人
一
語
記
」（『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
７ 

蓮
如
法
語
』

二
〇
一
二
年
、
法
藏
館
刊
）。

（
３
）「
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
」（『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
７ 

蓮

如
法
語
』
二
〇
一
二
年
、
法
藏
館
刊
）

（
４
）『
大
系
真
宗
史
料
〈
文
書
記
録
編
〉
13 

儀
式
・
故
実
』
所
収
（
二
〇
一
七

年
、
法
藏
館
刊
）

（
５
）『
真
宗
重
宝
聚
英 

第
一
巻 

名
号
本
尊
』（
一
九
八
七
年
、
同
朋
舎
刊
）
で

は
、
蓮
如
・
実
如
・
証
如
の
筆
に
よ
る
六
字
名
号
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

区
別
が
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）『
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所 

研
究
叢
書
Ⅰ 

蓮
如
名
号
の
研
究
』（
一
九

九
八
年
、
法
藏
館
刊
）

（
７
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
図
録 

蓮
如
上
人
余
芳
』（
一
九
九
八
年
、
本
願

寺
出
版
社
刊
）
に
、
室
町
時
代
後
期
の
本
願
寺
系
六
字
名
号
に
使
用
さ
れ
て

い
る
料
紙
の
化
学
分
析
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
。

�

（
本
願
寺
史
料
研
究
所
上
級
研
究
員
）

江
戸
時
代
の
正
寿
寺
（
３
）

　

本
山
か
ら
授
か
っ
た

　
　
　
　
　

歴
代
門
主
の
真
影

史
料
館
長　

大　

国　

正　

美

は
じ
め
に

「
本
庄
村
史
編
纂　

寺
院
の
分
二
十
三
枚
」
と
い
う
表
紙
の
つ
い
た
手
書

き
原
稿
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
七
年
か
ら
本
庄
村
史
の
編
纂
を
手
掛
け

た
郷
土
史
家
松
田
直
市
が
残
し
た
も
の
で
、
元
本
庄
村
職
員
だ
っ
た
岡
田

博
達
氏
か
ら
昭
和
五
十
五
年
七
月
二
十
八
日
に
寄
贈
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。

「
本
庄
村
誌
」
の
原
稿
の
一
部
と
し
て
書
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の

中
に
正
寿
寺
が
、
西
本
願
寺
か
ら
門
主
や
高
僧
の
真
影
を
繰
り
返
し
入
手

し
た
記
録
が
あ
る
。
正
寿
寺
が
願
主
と
な
り
、
檀
家
が
寄
進
し
た
記
録
も

含
ま
れ
る
。
真
影
は
戦
災
で
す
べ
て
失
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
本
山

と
正
寿
寺
、
な
ら
び
に
檀
家
と
の
つ
な
が
り
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
貴

重
な
デ
ー
タ
と
も
い
え
る
。

本
庄
村
誌
編
纂
の
嘱
託
松
田
直
市
の
遺
稿

こ
の
記
録
を
残
し
た
松
田
直
市
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
旧

中
野
村
の
名
望
家
松
田
安
右
衛
門
家
の
分
家
松
田
直
左
衛
門
家
に
生
ま
れ

た
。
御
影
師
範
学
校
を
修
了
、
西
宮
第
一
小
学
校
、
精
道
小
学
校
（
芦
屋

市
）、
武
庫
尋
常
高
等
小
学
校
で
教
壇
に
立
っ
た
（
１
）。
四
七
歳
で
退
職
し

て
昭
和
七
年
か
ら
御
影
町
誌
・
本
山
村
誌
・
魚
崎
町
誌
・
武
庫
村
誌
の
編
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纂
に
関
わ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
に
本
庄
村
嘱
託
と
な
り
、
村
誌
編
纂
に
着

手
し
た
が
昭
和
十
九
年
死
去
し
た
。

松
田
直
市
は
精
力
的
に
古
文
書
を
筆
写
、
八
冊
の
「
本
庄
村
誌
資
料
」

を
残
し
た
（
当
館
蔵
、
う
ち
六
巻
は
欠
落
）。
そ
の
史
料
の
中
に
今
回
取
り

上
げ
る
「
本
庄
村
史
編
纂　

寺
院
の
分
二
十
三
枚
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
癖
の
あ
る
松
田
直
市
の
筆
跡
に
間
違
い
な
い
。
寄
贈
し
た
岡
田
博
達

氏
は
松
田
直
市
の
三
男
で
本
庄
村
職
員
に
な
っ
て
お
り
（
２
）、
何
ら
か
の
事

情
で
父
の
遺
稿
が
手
元
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
原
稿
は
、「
由
緒
」「
梵
鐘
鋳
造
」「
堂
宇
」「
明
治
時
代
の
本

山
」
に
続
い
て
当
時
所
蔵
の
宝
物
一
覧
を
記
載
し
て
い
る
。

正
寿
寺
開
基
に
関
す
る
松
田
直
市
の
解
釈

正
寿
寺
の
開
基
に
つ
い
て
は
、
中
世
の
真
言
宗
の
薬
王
寺
か
ら
、
文
明

十
三
年
（
一
四
八
一
）
蓮
如
に
帰
依
し
て
浄
土
真
宗
に
改
宗
、
延
寿
寺
と

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
現
在
地
に
移
り
、

寛
永
十
九
年
に
本
山
か
ら
寺
号
を
受
け
て
正
寿
寺
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の

住
職
は
空
照
（
正
寿
寺
の
記
録
で
は
空
昭
）
と
名
乗
り
、
開
基
と
な
っ
た

と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
（
３
）。

と
こ
ろ
が
松
田
直
市
が
筆
写
し
た
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
「
社
寺

吟
味
帳
」
で
は
、
慶
長
年
間
に
本
山
よ
り
木
仏
寺
号
を
受
け
た
こ
と
、
時

の
住
職
は
了
順
で
、
了
喜
―
正
円
と
続
き
、
空
照
は
四
代
目
看
坊
と
届
け

て
い
る
（
４
）。
こ
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
、
注
（
４
）
の
前
稿
で
は
空
照
は

自
ら
は
四
代
目
と
名
乗
っ
た
が
、
後
世
に
開
基
と
し
た
と
推
測
し
た
。

松
田
直
市
は
、
空
照
自
身
が
四
代
目
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
空
照
が
「
本
山
よ
り
木
仏
寺
号
を
許
可
せ
ら
れ
永
井
山
正
寿

寺
と
改
め
た
。
因
て
当
寺
に
於
て
は
空
昭
を
以
て
開
基
と
定
め
た
」
と
、

筆
者
の
前
稿
と
同
様
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
や
は
り
空
照
自
身
は
四
代
目

と
名
乗
っ
て
い
た
の
に
、
後
世
に
空
照
を
開
基
に
持
ち
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。

正
寿
寺
の
住
職
の
記
録
で
も
「
伝
灯
行
化
五
十
三
年
」
と
書
い
て
い
て
、

半
世
紀
も
の
間
住
職
を
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

宝
物
の
概
要

「
本
庄
村
史
編
纂　

寺
院
の
分
二
十
三
枚
」
に
書
か
れ
た
宝
物
一
覧
の
最

初
の
部
分
二
点
を
引
用
す
る
。

　

法
宝
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　

良
如
御
華（

花
）押

親
鸞
聖
人
真
影　

寛
永
十
九
載
壬
午
十
二
月
十
七
日

　
　
　

常
楽
寺
門
徒
摂
州
菟
原
郡
本
庄
深
江
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
道
場
正
寿
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　

本
如
御
花
押

蓮
如
上
人
絵
像　

文
化
元
甲
子
年
三
月
六
日

　
　
　

常
楽
寺
門
徒
摂
津
国
菟
原
郡
深
江
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
寿
寺
物　

願
主
釈
理
円

こ
の
宝
物
一
覧
表
を
ど
う
読
み
解
い
た
ら
い
い
か
。
登
場
す
る
人
物
を

整
理
し
て
み
た
い
。
一
行
目
の
良
如
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）、
西
本
願

寺
一
三
世
門
主
と
な
り
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
示
寂
し
た
。
す
な

わ
ち
寛
永
十
九
年
十
二
月
十
七
日
親
鸞
の
御
真
影
が
正
寿
寺
に
授
与
さ
れ
、

そ
の
当
時
の
門
主
の
良
如
の
花
押
が
押
し
て
あ
っ
た
と
い
う
意
味
と
解
釈

で
き
る
。
続
く
蓮
如
の
絵
像
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
六
日
に
授

与
さ
れ
た
も
の
で
、
本
如
の
花
押
が
押
し
て
あ
っ
た
と
い
う
意
味
と
と
れ
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る
。
本
如
は
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）、
門
主
と
な
り
文
政
九
年

（
一
八
二
七
）
に
示
寂
し
て
お
り
、
こ
れ
も
年
代
が
あ
う
。

こ
の
ほ
か
に
授
与
さ
れ
た
絵
像
を
年
代
順
に
整
理
し
、
願
主
を
付
記
し
た

の
が
、
表
で
あ
る
。
な
お
享
保
一
二
年

の
寂
如
の
真
影
は
玄
了
ら
四
人
、
文
化

八
年
の
文
如
の
真
影
は
道
専
ら
十
人

の
檀
家
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
親
鸞
や
蓮

如
な
ど
正
寿
寺
に
と
っ
て
特
別
な
存

在
で
あ
る
例
を
除
け
ば
、
基
本
的
に

は
先
代
の
門
主
の
真
影
に
次
の
門
主

の
花
押
を
押
し
て
も
ら
い
受
け
る
と

い
う
の
を
基
本
に
し
て
い
る
。
た
だ

一
六
代
湛
如
と
一
八
代
文
如
の
花
押

の
押
し
た
真
影
は
欠
け
て
い
る
。

第
二
に
、
六
代
目
ま
で
は
願
主
は

正
寿
寺
と
だ
け
あ
る
が
、
七
代
目
以

降
、
住
職
の
個
人
名
に
な
っ
て
い
る
。

前
号
で
報
告
し
た
よ
う
に
七
代
目
の

恵
音
が
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
本

堂
を
建
立
し
、
中
興
開
基
と
さ
れ
る
。

そ
れ
ま
で
の
村
の
共
有
の
寺
か
ら
、

自
庵
と
し
た
た
め
住
職
が
願
主
と

な
っ
て
申
請
し
、
授
与
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
次
の
八
代
目
理
円
の
時
代
に
宗
祖
親
鸞
の
絵
伝
と
、
浄
土
真

宗
に
改
宗
し
た
際
の
蓮
如
の
真
影
を
受
け
、
さ
ら
に
先
代
門
主
の
真
影
を

受
け
て
い
る
。
本
山
と
檀
家
と
の
関
係
を
強
め
、
理
円
は
西
本
願
寺
の
院

家
・
内
陣
・
余
間
に
次
ぐ
格
式
で
あ
る
三
之
間
に
就
任
し
た
。
こ
の
三
之

間
は
、
西
本
願
寺
の
御
堂
の
余
間
の
外
に
あ
り
、
仏
事
に
出
仕
し
た
際
、

三
之
間
に
着
座
し
て
勤
行
を
行
う
こ
と
を
さ
し
た
。

お
わ
り
に

七
代
恵
音
は
住
職
に
あ
る
こ
と
二
四
年
に
わ
た
り
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
に
理
円
に
住
職
を
譲
り
、
寛
政
九
年
に
遷
化
し
た
。
逆
算
す

る
と
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
ご
ろ
か
ら
住
職
を
務
め
た
。
八
代
理
円
は

い
つ
ま
で
住
職
だ
っ
た
の
か
は
未
詳
だ
が
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
八

月
に
遷
化
し
て
い
る
。
恵
音
が
本
堂
を
建
て
、
次
の
理
円
が
親
鸞
や
蓮
如

の
真
影
を
本
山
か
ら
授
か
り
、
ま
た
本
山
で
の
地
位
向
上
も
果
た
し
た
の

で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
正
寿
寺
は
大
き
く
繁
栄

し
、
本
山
と
関
係
を
強
め
た
時
期
に
あ
た
る
こ
と
が
、
失
わ
れ
た
宝
物
の

記
録
か
ら
も
明
ら
か
に
で
き
る
。

（
１
）
大
国
・
樋
口
元
巳
「
本
庄
村
誌
嘱
託　

松
田
直
市
」『
生
活
文
化
史
』
四

四
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
２
）
大
国
「
解
村
時
の
本
庄
村
職
員
」『
生
活
文
化
史
』
三
七
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
３
）
森
口
健
一
「
正
寿
寺
と
大
日
神
社
」『
生
活
文
化
史
』
五
〇
号
、
二
〇
二

二
年
。

（
４
）
大
国
「
江
戸
時
代
の
正
寿
寺
（
１
）
新
史
料
「
社
寺
吟
味
帳
」
か
ら
」『
生

活
文
化
史
』
五
一
号
、
二
〇
二
三
年
。

表　正寿寺に西本願寺より授与された真影等
授与年月日 西暦 表　題 授与者 願主

寛永19年12月17日 1642 宗祖親鸞聖人真影 13代良如花押 正寿寺
正保４年２月25日 1647 12代准如上人真影 13代良如花押 正寿寺
貞享元年11月 29日 1684 13代良如上人真影 14代寂如花押 正寿寺
享保12年 12月 1727 14代寂如上人真影 15代住如花押 正寿寺
明和４年３月12日 1767 16代湛如上人真影 17代法如花押 ７代恵音
文化元年３月６日 1804 ８代蓮如上人絵像 19代本如花押 ８代理円
文化６年２月29日 1809 大谷本願寺親鸞聖人縁起 19代本如花押 ８代理円
文化８年11月 18日 1811 18代文如上人真影 19代本如花押 ８代理円
文政11年５月 14日 1828 19代本如上人真影 20代広如花押 ９代円乗


